2026年6月5日　神奈川県漢詩連盟講演会　　（編年は『杜詩詳注』、作品番号は『杜甫全詩訳注』に拠る）
杜甫と家族　日常を愛し日常を詠う
　　　　　横浜国立大学教育学部教授　高芝麻子
〔資料１〕七五五年冬「自京赴奉先県詠懐五百字」詩（抜粋）（〇一二九）
京より奉先県に赴く　詠懐　五百字
入門聞号咷　　門に入りて号咷(ごうとう)を聞く
幼子飢已卒　　幼子飢えて已に卒す
吾寧舎一哀　　吾寧(なん)ぞ一哀を舎（お）かんや
里巷亦嗚咽　　里巷も亦た嗚咽するあり
所愧為人父　　愧ずる所は人の父と為り
無食致夭折　　食無くして夭折を致す
豈知秋未登　　豈に知らんや秋禾（しゅうか）の登(みの)れるに
貧窶有倉卒　　貧窶（ひんく）には倉卒有るを


〔資料２〕七五六年秋「月夜」詩（〇一四一）
今夜鄜州月　　今夜　鄜州（ふしゅう）の月
閨中只独看　　閨中　只だ独り看る
遙憐小児女　　遙かに憐れむ小児女の
未解憶長安　　未だ長安を憶うを解せざるを
香霧雲鬟湿　　香霧　雲鬟湿（うるお）し
清輝玉臂寒　　清輝　玉臂に寒からん
何時倚虚幌　　何れの時か　虚幌（きょこう）に倚り
双照涙痕乾　　双（なら）び照らされて涙痕乾かん


〔資料３〕七五七年春「春望」詩（〇一四八）
国破山河在　　国破れて山河在り
城春草木深　　城春にして草木深し
感時花濺涙　　時に感じては花にも涙を濺ぎ
恨別鳥驚心　　別れを恨んでは鳥にも心を驚かす
烽火連三月　　烽火三月に連なり
家書抵万金　　家書万金に抵（あ）たる
白頭掻更短　　白頭掻けば更に短く
渾欲不勝簪　　渾て簪に勝へざらんと欲す
〔資料４〕七五七年春「憶幼子」詩（〇一五一）
驥子春猶隔　　驥子（きし）は春に猶お隔たり
鶯歌暖正繁　　鶯歌　暖かくして正に繁し
別離驚節換　　別離　節の換わるに驚き
聡慧与誰論　　聡慧　誰と与（とも）にか論ぜん
澗水空山道　　澗水　空山の道
柴門老樹村　　柴門　老樹の村
憶渠愁只睡　　渠（かれ）を憶いて　愁いて只だ睡り
炙背俯晴軒　　背を炙りて晴軒に俯す


〔資料５〕七五七年夏「述懐一首」（抜粋）（〇一六九）
寄書問三川　　書を寄せて三川に問う
不知家在否　　知らず　家在るや否やを
比聞同罹禍　　比（このご）ろ聞く　同じく禍に罹（かか）りて
殺戮到雞狗　　殺戮は雞狗に到ると
山中漏茅屋　　山中の漏茅屋
誰復依戸牖　　誰か復（ま）た戸牖（こゆう）に依らん
摧頹蒼松根　　摧頹（さいたい）す　蒼松の根
地冷骨未朽　　地は冷たくして骨未だ朽ちず
幾人全性命　　幾人か性命を全うせん
尽室豈相偶　　室を尽くして　豈に相偶せんや
嶔岑猛虎場　　嶔岑（きんしん）たる猛虎の場
鬱結迴我首　　鬱結として　我が首を迴らす
自寄一封書　　一封の書を寄せてより
今已十月後　　今已に十月の後
反畏消息来　　反りて畏る　消息の来るを
寸心亦何有　　寸心　亦た何か有らん
漢運初中興　　漢運　初めて中興
生平老耽酒　　生平　老いて酒に耽る
沈思歓会処　　沈思す　歓会の処
恐作窮独叟　　恐らくは窮独の叟と作らん



〔資料６〕七五七年秋「得家書」詩（抜粋）（〇一七〇）
去憑遊客寄　　去るは遊客に憑（よ）りて寄せ
来為附家書　　来るは家書を附するが為なり
今日知消息　　今日　消息を知る
他郷且旧居　　他郷なるも　且（か）つ旧居なり
熊児幸無恙　　熊児（ゆうじ）　幸にして恙無く
驥子最憐渠　　驥子（きし）　最も渠（かれ）を憐れむ


〔資料７〕七五七年秋「北征」詩（抜粋）（〇一八八）
　　況我堕胡塵　　況んや我胡塵に堕ち
及帰尽華髪　　帰るに及びて尽く華髪たり
経年至茅屋　　年を経て茅屋に至れば
妻子衣百結　　妻子　衣は百結
慟哭松声回　　慟哭すれば松声回り
悲泉共幽咽　　悲泉共に幽咽す
平生所嬌児　　平生　嬌とする所の児
顔色白勝雪　　顔色　白きこと雪に勝る
見耶背面啼　　耶（ちち）を見て面を背けて啼き
垢膩脚不韤　　垢膩（こうじ）脚に韤（たび）はかず
牀前両小女　　牀前の両小女
補綻才過膝　　補綻して才（わず）かに膝を過ぐ
海図坼波濤　　海図　波濤を坼（さ）き
旧繡移曲折　　旧繡　移ろいて曲折す
天呉及紫鳳　　天呉及び紫鳳
顛倒在裋褐　　顛倒（てんとう）して裋褐（たんかつ）に在り
老夫情懐悪　　老夫情懐悪（あ）しく
嘔泄臥数日　　嘔泄（おうせつ）して臥すこと数日
那無囊中帛　　那（なん）ぞ囊中の帛（きぬ）の
救汝寒凜慄　　汝が寒くして凜慄たるを救う無からんや
粉黛亦解苞　　粉黛　亦た苞を解き
衾裯稍羅列　　衾裯　稍（や）や羅列す
痩妻面復光　　痩妻は面復た光り
痴女頭自櫛　　痴女は頭自ら櫛（きすけず）る
学母無不為　　母を学びて為さざる無く
暁妝随手抹　　暁妝　手に随いて抹す
移時施朱鉛　　時を移して朱鉛を施せば
狼藉画眉闊　　狼藉として眉を画くこと闊し
生還対童稚　　生還して童稚に対すれば
似欲忘飢渴　　飢渴を忘れんと欲するに似たり
問事競挽鬚　　事を問いて競いて鬚（ひげ）を挽（ひ）くも
誰能即嗔喝　　誰か能く即ち嗔喝（しんかつ）せん
翻思在賊愁　　翻りて賊に在るときの愁いを思い
甘受雑乱聒　　甘んじて雑乱の聒（かまびす）しきを受く
新帰且慰意　　新たに帰りて且つ意を慰む
生理焉得説　　生理焉（いずくん）ぞ説くを得ん


〔資料８〕七六〇年夏「江村」詩（〇四〇一）
清江一曲抱村流　　清江一曲　村を抱きて流る
長夏江村事事幽　　長夏江村　事事幽なり
自去自来梁上燕　　自ら去り自ら来る　梁上の燕
相親相近水中鷗　　相親しみ相近づく　水中の鷗(かもめ)
老妻画紙為棋局　　老妻は紙に画きて棋局を為(つく)り
稚子敲針作釣鉤　　稚子は針を敲きて釣鉤を作る
但有故人供禄米　　但だ故人の禄米を供する有らば
微軀此外更何求　　微軀　此の外に更に何をか求めん


〔資料９〕七六二年春夏「屏跡三首　其三」（〇五三〇）
晩起家何事　　晩（おそ）く起くるも家に何事かあらんや
無営地転幽　　営み無くして地転（うたた）た幽なり
竹光団野色　　竹光　野色に団（まる）く
舎影漾江流　　舎影　江流に漾（ただよ）う
失学従児懶　　失学　児の懶（おこた）るに従（まか）せ
長貧任婦愁　　長貧　婦の愁うに任す
百年渾得酔　　百年渾（すべ）て酔うを得ん
一月不梳頭　　一月も頭を梳（くしけずら）ず


〔資料10〕七六三年春「聞官軍収河南河北」詩（〇六〇一）
剣外忽伝収薊北　　剣外に忽ち伝う　薊北を収むと
初聞涕涙満衣裳　　初めて聞き　涕涙　衣裳に満つ
却看妻子愁何在　　却りて妻子を看れば　愁い何（いず）くにか在る
漫巻詩書喜欲狂　　漫（そぞ）ろに詩書を巻きて　喜びて狂せんと欲す
白首放歌須縦酒　　白首放歌して　須く酒を縦（ほしいまま）にすべし
青春作伴好還郷　　青春伴を作（な）し　好し郷に還らん
即従巴峽穿巫峡　　即ち巴峽より巫峡を穿ち
便下襄陽向洛陽　　便ち襄陽（じょうよう）に下りて洛陽に向かわん


〔資料11〕七六三年冬「発閬中」詩（〇六八八）
　　前有毒蛇後猛虎　　前に毒蛇有り　後には猛虎
渓行尽日無邨塢　　渓行　尽日　邨塢（そんお）無し
江風蕭蕭雲払地　　江風蕭蕭（しょうしょう）として　雲は地を払い
山木慘慘天欲雨　　山木慘慘（さんさん）として　天は雨ふらんと欲す
女病妻憂帰意急　　女病（や）み妻憂えば　帰意急なり
秋花錦石誰能数　　秋花　錦石　誰か能く数えん
別家三月一書来　　家に別れて　三月　一書来る
避地何時免愁苦　　地を避けて何れの時にか愁苦を免れん


〔資料12〕七六六年秋「宗武生日」詩（〇九七八）
小子何時見　　小子　何れの時にか見（あらわ）る
高秋此日生　　高秋の此の日に生まる
自從都邑語　　都邑の語りてより
已伴老夫名　　已に老夫の名を伴う
詩是吾家事　　詩は是れ吾が家の事
人伝世上情　　人は伝い世上の情
熟精文選理　　文選の理に熟精して
休覓綵衣軽　　綵衣の軽きを覓（もと）むるを休（や）めよ
凋瘵筵初秩　　凋瘵（ちょうさい）　筵初めて秩（ちつ）し
欹斜坐不成　　欹斜（きしゃ）　坐するも成らず
流霞分片片　　流霞　片片に分かち
涓滴就徐傾　　涓滴　就ち徐ろに傾けん
杜甫の人生
七一二　　鞏県または洛陽に生まれる（幼少期に母逝去）
七四一　　このころ楊氏と結婚（一説に七四六年とも）
七四四　　李白に出会う
　　　　　このころ父逝去
七五〇　　このころ長男宗文（熊児）生まれる
七五四　　家族を洛陽から長安に呼び寄せる
　　　　　このころ次男宗武（驥子）生まれる
　　　　　生活苦から家族を妻の親戚の住む奉先に預ける
七五五　　官職を得る
　　　　　　　安史の乱勃発（七六三年まで）
　　　　　　　奉先の家族を訪ね、家族と鄜州に移住
七五六　　単身肅宗のもとに向かう途中、捕らえられ長安に幽閉される
七五七　　長安を脱出、肅宗のいる鳳翔へ駆けつけ、官を授けられる
　　　　　家族を迎えに鄜州に赴く
七五九　　官を辞す
　　　　　　　秦州・成都など、以降、家族を伴い定住と旅を繰り返す
七七〇　　没
※年表は主に『杜甫全詩訳注（四）』所収の古川末喜先生の年譜に拠る


杜甫を知るために　
石川忠久『漢詩をよむ杜甫１００選』（ＮＨＫ出版、一九九八）
川合康三『杜甫』（岩波新書、二〇一二）
川合康三『新釈漢文大系詩人編　杜甫　上下』（明治書院、二〇一九・二四）
黒川洋一『詩人選集　杜甫　上下』（岩波書店、一九五七）
黒川洋一『ビギナーズクラシックス　杜甫』（角川ソフィア文庫、二〇一二）
下定雅弘・松原朗編『杜甫全詩訳注一～四』（講談社学術文庫、二〇一六）
鈴木虎雄『杜詩一～八』（岩波文庫、一九六三）
髙木正一『杜甫』（中公新書、一九六九）
森野繁男『中国の詩人　その詩と生涯　杜甫　沈鬱詩人』（集英社、一九八二）
吉川幸次郎・興膳宏等『杜甫詩注』シリーズ（岩波書店、刊行中）　など

松原朗編著『アジア遊学　杜甫と玄宗皇帝の時代』（勉誠出版、二〇一八）
松原朗編著『アジア遊学　杜甫と安史の乱(仮)』（勉誠出版、二〇二六夏予定）
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